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会 議 録 

会 議 名 令和６年度第１回東松山市幼児教育振興懇談会 

開 催 日 時 令和６年４月２３日（火） 

開 会 午後１時３０分 

閉 会 午後２時３０分 

開 催 場 所 東松山市役所本庁舎３階 全員協議会室 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（1）令和６年度事業計画（案）及びテーマ（案） 

（2）その他 

４ 閉会 

 

 

 

公開・非公開の別 公開 傍 聴 者 数     ０人 

非公開の理由 

（非公開の場合） 
 

参加者出欠状況 

巣立 佳宏 欠席 中村 昭司 欠席 

小佐野 真紀 出席 竹内 千鶴子 出席 

峯 岩男 出席 眞秀 宏 出席 

二口 法子 出席 狐塚 汐里 出席 

本嶋 郁美 欠席   

事 務 局 

教育委員会教育長 吉澤 勲 こども家庭部長 神庭 法子 

こども家庭部次長 加藤 勝子 保育課 課長   阿部 康裕 

保育課 副課長  山崎 恵子 学校教育課 副主幹 權田 尚岳 

様式第３号（第８条関係） 
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 顛               末 

１ 開  会 事務局 

２ あいさつ 東松山市教育委員会教育長 吉澤 勲 

 幼児教育振興懇談会参加者、事務局、自己紹介 

座長選出 推薦により峯岩男氏を選任 

会議録署名人に眞秀宏氏、狐塚汐里氏を指名 

３ 議  題 座 長 議題（１）の令和６年度事業計画（案）及びテーマ

（案）について事務局から説明をお願いします。 

事務局 （説明） 

座 長 まずは、全体テーマについてですが、令和５年度のテー

マが今まさに適期であり、定着するまでは継続していく

必要があると、先月の懇談会において、皆様からご意見

を頂戴いたしましたので、今年度も引き続き、同じテー

マとしております。次に、夏の幼児教育研修会ですが、

昨年度の吉永安里先生のご講演が大変好評で、再講演を

望む声が多く寄せられたこともあり、今年度も吉永先生

に依頼しようということになりました。最後に、幼保小

三者連絡会ですが、小学校は高坂小学校と新明小学校、

保育園・幼稚園は松山幼稚園とあっぷる幼児園を事務局

に調整していただき、承諾をいただけたということで

す。以上のような内容で、令和６年度は進めていくとい

うことで、よろしいでしょうか。 

全 員 （異議なし） 

座 長 では、令和６年度事業計画（案）及びテーマ（案）

については、御承認いただいたということで進め

させていただきます。 

では、せっかくの機会ですので、参加者の皆様か

らご意見を頂戴したいと存じます。まずは、私か

らですが、急遽、「なぜ、スタートカリキュラム？」

という資料を用意させていただきました。スター

トカリキュラムは、直接、学校の先生が関わって

くることですので、編成の際の参考になればと思
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い、配付させていただきました。昨年、幼児教育

研修会での感想の中に、スタートカリキュラムの

必要性を感じたという感想が多く出ておりまし

た。いわゆる、小１ギャップの解消には、学校全

体でスタートカリキュラムに取り組んでいかねば

ならないことであり、今後少しでも教育現場で議

論していただけたら有難いと思います。 

二口氏 昨年まで中学校におりましたので、今年、新１年

生を見た時に、そのかわいらしさに感動いたしま

した。中学生は、しっかり育てられて入学してく

るので、幼稚園や保育園での幼児教育は、看過で

きないものだと思いました。 

眞秀氏 前任校では、同敷地内に幼稚園と小学校がある環

境だったのですが、その間には１枚、壁のような

ものがあるのを感じていました。連携はあったと

思いますが、少し途切れてしまう印象もありまし

たので、スタートカリキュラムの作成は、重要だ

と思っております。本日も本校の児童を見てまい

りましたが、きちんとチャイムで動くことができ

ておりました。幼稚園、保育園では一番上の学年

で卒園してきて、小学校に入学すると小さい子扱

いをしてしまうことに少し反省しております。担

任も丁寧に伝えておりますが、少しこどもに任せ

る部分も必要なのかと思っております。 

座 長 幼児教育は、日常の中の経験を学ぶことが中心ですが、

小学校教育では、日常とはかけ離れた世界となります。

そこのギャップにこども達と親達は戸惑いを感じてい

ます。そこの接続が少しでも緩やかになれば、学校は楽

しい、学校大好きということになるのではないかと思っ

ております。そこの重要性については、この資料の中に

明記されております。「こどもまんなか」という言葉が

定着してきましたが、こどもを真ん中に据えて我々が客

体となり、こども達をどう支え、育てていくのかという

ことが我々に求められているのではないでしょうか。 
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竹内氏 私は長年、小学校教諭をしており、高学年を担任するこ

とが多かったのですが、６年生は１年生の面倒を見る場

面が多く、まさに赤ちゃん扱いをするかの如く接してい

ました。しかし、今、幼稚園でのこども達を見ていると、

実際はもっといろいろなことができるので、そこを認め

てあげて受け入れることが必要だと思いました。そのた

めには、年長児がどこまで成長して、どこまでできるの

かを小学校の先生方に認知していただいたうえで、小学

校で受け入れていただきたいと思いました。参加される

先生は、低学年の先生に限らず、中・高学年の先生方に

も見ていただきたいと思います。 

座 長 スタートカリキュラムにも書かれていますが、学校

全体で、スタートカリキュラムに関わっていくこと

が重要だと思います。 

小佐野氏 私は今、私自身の勉強のために大学で学んでいるのです

が、先日、オンラインでの授業で、いろいろな地域の先

生方とお話しする機会がありました。地域によっては教

員不足が深刻で、教員としての経験、柔軟性、観察力等、

教員個人の技量による差がある上に、教員不足が重な

り、一人ひとりに合った指導が難しいという現状がある

ようです。 

眞秀氏 こども達はギャップを感じているとは思いますが、学校

とはこのようなところだと、区別がつけられているとも

感じます。それは、保育園や幼稚園での指導の賜物と感

謝申し上げますが、やはり、一人ひとりに合った個別対

応を言われますと人出不足が否めないと思います。どう

しても、ある程度の枠の中での指導となっているのが学

校の流れです。 

小佐野氏 年長児になると、１年生への憧れも出てきますので、憧

れのままでギャップと感じていないこどももおります

し、逆にギャップに感じるこどもと様々です。 

狐塚氏 私事ですが、この４月より娘が小学校へ入学しまして、

早速、幼稚園ではたくさん遊べたのに学校では遊べな

い、小学校のどこに何があるのかわからない、言葉遣
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いの悪いお友達がいるなどと話してくれます。保育園、

幼稚園の保育・教育方針は園によって様々です。いろ

いろな環境下で育ってきたこども達、言葉だけでは理

解できないこども、お友達の作り方がわからないこど

ももいます。小学校で受け入れる際には、視覚で理解

しやすくしたり、実際に体験できたりと、授業ではな

いスタートカリキュラムがあったら、こども達が

スムーズにステップアップできるのではないかと

思います。 

權田副主幹 幼保小の接続については、学習指導要領にも設定されて

おります。例えば、体育の授業を行う際に「遊び」を充

実させる要素って何なのかを考えた時、「遊び」を通し

た授業にならない場合もあります。また、スタートカリ

キュラムでは、生活科がよく取り上げられますが、

例えば、何の野菜を育てるか考えるときに、「この

野菜を食べてみたいな。」という、これまでの経験

からではなく、図鑑を与えて考えさせてしまう場合

もあります。学校教育課としては、幼保小の接続の

本質的な部分を学校に理解していただけるよう、学

校訪問等の場で周知していきたいと感じたところ

です。 

座 長 今回より、学校教育課の方にも御参加いただいたので、時

間はかかるかもしれませんが、今後さらに幼保小の接続へ

の理解が深まることと思います。 

    最後に、議題（２）その他ですが、事務局から何かあり

ますか。 

事務局 特にありません。 

座 長 なければ、これで全ての議事を終了しましたので、座長

を下ろさせていただきます。御協力ありがとうございま

した。 

 

４ 閉 会 

 

事務局  
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上記会議の顛末を記載した内容について、相違ないことを証します。 

 

 令和 ６ 年 ５ 月 １０ 日     署名委員   狐塚 汐里     

 

                  署名委員   眞秀 宏      

 

 


